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経
済
恐
慌
と
コ
ロ
ナ
恐
慌

相　

沢　

幸　

悦

　

二
〇
二
〇
年
初
頭
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
拡
大
で
、
世
界
は
経
済
大
攪
乱
・
同
時

株
安
（
コ
ロ
ナ
「
恐
慌
」）
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

恐
慌
は
景
気
循
環
の
一
環
、
す
な
わ
ち
経
済
的
要
因
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
と
通

常
の
社
会
経
済
活
動
と
は
両
立
し
え
な
い
、
絶
対
的
矛
盾

で
あ
り
、
こ
の
本
質
を
見
極
め
な
け
れ
ば
恐
慌
対
策
を
誤

る
。

一
、
は
じ
め
に

　

当
初
、
コ
ロ
ナ
恐
慌
が
深
刻
化
し
た
の
は
、
中
国
等
が

世
界
の
工
場
と
な
り
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ

が
世
界
的
規
模
で
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
る
。
中
国
の
よ
う

な
生
産
拠
点
で
感
染
が
広
が
る
と
、
サ
プ
ラ
イ
網
が
寸
断

さ
れ
、
生
産
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
。
ア
メ
リ
カ
等
で

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
再
検
討
が
叫
ば
れ
た
の
は
、
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
様
々
な
経
済
外
的
要
因
に
よ
る
危
機
が
発
生

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕
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し
た
が
、
地
球
温
暖
化
は
「
パ
リ
協
定
」
等
の
遵
守
で
多

少
は
対
応
で
き
る
。
だ
が
、
中
世
の
黒
死
病
（
ペ
ス
ト
）

や
二
〇
世
紀
初
頭
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
ア
メ
リ
カ
が
感
染
源
と
も
）
等
、
感
染
症
と
の
闘
い
の

歴
史
で
あ
る
。
感
染
防
止
の
為
の
ヒ
ト
の
移
動
停
止
で
需

要
が
蒸
発
し
た
こ
と
で
生
産
・
流
通
な
ど
が
停
止
し
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
激
減
す
る
の
が
コ
ロ
ナ
恐
慌
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
恐
慌
の
抜
本
的
対
策
は
、
巨
額
の
公
的
資
金
を

投
入
し
て
一
刻
も
早
く
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
す
る
こ

と
で
あ
る
。
国
民
の
六
割
が
感
染
し
て
免
疫
が
で
き
れ

ば
、
と
い
わ
れ
る
が
犠
牲
者
激
増
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る
。

そ
れ
ま
で
は
経
済
崩
壊
覚
悟
で
、
国
内
外
間
で
の
ヒ
ト
と

ヒ
ト
と
の
接
触
・
移
動
の
停
止
を
断
行
す
る
し
か
な
い
。

　

二
〇
二
〇
年
四
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
ヒ

ト
の
移
動
停
止
と
企
業
や
学
校
の
休
業
で
感
染
者
数
は
減

少
し
た
が
、
経
済
活
動
を
考
慮
し
て
解
除
さ
れ
る
と
感
染

者
が
増
え
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

二
、
コ
ロ
ナ
恐
慌
と
は
な
に
か

　

一
九
二
九
年
世
界
恐
慌
等
の
経
済
恐
慌
は
、
供
給
が
過

剰
と
な
っ
て
勃
発
す
る
。
景
気
の
活
況
期
に
は
製
品
が
売

れ
に
売
れ
る
の
で
、
生
産
が
需
要
に
追
い
付
か
な
い
。
製

品
の
品
切
れ
で
み
す
み
す
収
益
機
会
を
逃
す
こ
と
は
、
営

利
企
業
に
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
の
で
、
企
業
は
生
産
拡

大
の
た
め
設
備
投
資
を
行
な
う
。
こ
れ
は
、「
売
り
な
き

買
い
」
と
い
う
需
要
の
一
方
的
増
大
で
、
景
気
の
高
揚
は

頂
点
に
達
す
る
。

　

じ
き
に
、
あ
ち
こ
ち
で
生
産
設
備
が
完
成
し
、
今
度
は

大
規
模
に
生
産
さ
れ
た
製
品
の
供
給
が
始
ま
る
。
こ
れ

は
、「
買
い
な
き
売
り
」
で
、
凄
ま
じ
い
製
品
が
供
給
さ

れ
活
況
期
の
旺
盛
な
需
要
す
ら
大
幅
に
上
回
り
、
生
産
さ

れ
た
製
品
が
市
場
で
ダ
ブ
つ
く
。

　

生
産
者
は
生
産
し
た
製
品
が
売
れ
な
い
と
、
設
備
投
資
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資
金
を
回
収
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
生
産
者
は
投
資
資
金

等
を
少
し
で
も
回
収
す
べ
く
、
あ
ち
こ
ち
で
投
げ
売
り
が

始
ま
る
。
需
要
を
上
回
る
供
給
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
ほ
ど
、
超
活
況
期
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
価
格
は
大
暴
落

す
る
。

　

こ
の
大
幅
値
引
き
で
コ
ス
ト
を
割
り
込
み
、
赤
字
が
出

る
劣
悪
企
業
か
ら
次
々
と
倒
産
し
、
失
業
者
が
街
に
あ
ふ

れ
る
の
が
経
済
恐
慌
で
あ
る
。
企
業
が
バ
タ
バ
タ
倒
産
し

冷
え
切
っ
た
需
要
に
見
合
う
ま
で
供
給
が
収
縮
す
れ
ば
、

恐
慌
は
底
入
れ
（
終
息
）
す
る
。
世
界
大
恐
慌
す
ら
必
ず

底
入
れ
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
最
悪
の
一
九
二
九
年
世
界
恐
慌

で
も
三
三
年
に
底
入
れ
し
た
が
、
経
済
を
成
長
基
調
に
戻

す
に
は
、
金
本
位
制
か
ら
管
理
通
貨
制
へ
の
移
行
及
び
国

家
の
経
済
へ
の
介
入
等
の
措
置
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
自
由

放
任
経
済
か
ら
ケ
イ
ン
ズ
経
済
へ
の
大
転
換
で
あ
る
。

　

経
済
恐
慌
で
は
景
気
の
落
ち
込
み
を
緩
和
す
る
為
、
需

要
創
出
や
失
業
者
対
策
等
が
行
な
わ
れ
る
。
だ
が
、
コ
ロ

ナ
恐
慌
は
経
済
外
的
要
因
に
よ
る
恐
慌
で
、
質
の
異
な
る

対
策
が
採
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
こ
こ
を
間

違
え
て
は
な
ら
な
い
。

三�

、
不
可
欠
な
休
業
補
償

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
、
市
民
が
外
出
し
な
く
な

る
の
で
需
要
は
完
全
に
蒸
発
す
る
。
従
業
員
は
出
勤
で
き

ず
、
企
業
・
工
場
等
の
業
務
・
操
業
が
停
止
す
る
。
百
貨

店
、
商
店
、
飲
食
店
、
居
酒
屋
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
等
も
営
業
を

停
止
す
る
。

　

国
際
間
・
国
内
の
移
動
が
制
限
さ
れ
る
の
で
、
航
空
会

社
・
鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
、
旅
行
業
者
等
の
利
益
が

激
減
す
る
。
対
し
て
、
Ｉ
Ｔ
企
業
や
ネ
ッ
ト
販
売
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
収
益
は
激
増
す
る
。
電
気
・
ガ
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ス
・
水
道
・
ゴ
ミ
の
収
集
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
は
継
続
さ

れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
コ
ロ
ナ
恐
慌
対
策
の
主
軸
は
需
要
創
出

で
は
な
く
、
供
給
側
へ
の
休
業
補
償
と
な
る
。
休
業
に
よ

る
賃
金
の
支
払
い
や
家
賃
の
支
払
い
等
を
国
家
が
肩
代
わ

り
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
恐
慌
に
際
し
て
、
政
府
支
援
を
受
け
る
企
業
も

増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
各
国
政
府
は
、
政
府
支
援
を
受
け

た
企
業
に
配
当
等
の
支
払
い
禁
止
を
要
請
し
て
い
る
。
日

本
企
業
の
よ
う
に
内
部
留
保
が
厚
け
れ
ば
コ
ロ
ナ
恐
慌
に

も
多
少
は
耐
え
ら
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
株
主
配

当
を
重
視
す
る
と
危
機
に
弱
く
、
恐
慌
激
化
を
防
止
す
る

為
に
政
府
が
金
融
支
援
を
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
税
金

で
支
援
を
受
け
る
の
に
、
株
主
に
配
当
す
る
は
お
か
し
い

か
ら
で
あ
る
。

　
「
会
社
は
株
主
の
も
の
」
と
い
う
米
国
型
株
主
資
本
主

義
も
、
コ
ロ
ナ
恐
慌
を
契
機
に
危
機
対
応
型
に
大
き
く
転

換
し
て
い
く
。

四
、
膨
大
な
損
失
額

　

ア
ジ
ア
開
銀
は
二
〇
二
〇
年
五
月
一
五
日
、
今
回
の
感

染
拡
大
で
世
界
経
済
に
最
大
八
兆
八
〇
〇
〇
億
ド
ル
（
九

四
〇
兆
円
）
余
り
の
損
失
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
試

算
を
発
表
し
た
。
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総
額
の
九
・
七
％
に
相

当
す
る
。
同
日
、
米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
発
表
し
た
二
〇
年
四
月
の

鉱
工
業
生
産
は
、
前
月
比
で
一
一
・
二
％
の
低
下
、
単
月

と
し
て
一
九
二
九
年
世
界
恐
慌
を
上
回
る
と
い
う
。

　

コ
ロ
ナ
恐
慌
に
は
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
で
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
約
五
五
〇
兆
円
の
う
ち
約
六
割
、
三
三

〇
兆
円
あ
ま
り
が
個
人
消
費
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
コ
ロ

ナ
恐
慌
下
と
い
え
ど
も
、
人
々
は
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
食
料
・
日
用
品
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
ゴ
ミ
の
回
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収
、
通
院
・
薬
、
Ｉ
Ｔ
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の
消
費
は

さ
ほ
ど
減
少
し
な
い
。
こ
の
個
人
消
費
が
半
分
に
な
っ
た

と
す
れ
ば
年
一
六
五
兆
円
の
減
少
と
な
る
。

　

一
六
五
兆
円
も
の
個
人
消
費
が
蒸
発
し
、
非
個
人
消
費

二
二
〇
兆
円
が
半
分
の
一
一
〇
兆
円
に
な
れ
ば
、
年
間
換

算
で
二
七
五
兆
円
も
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
消
滅
し
た
こ
と
に
な

る
。
緊
急
事
態
に
よ
る
営
業
停
止
が
四
か
月
も
続
け
ば
九

〇
兆
円
強
で
、
少
な
く
と
も
一
〇
〇
兆
円
余
り
の
企
業
の

休
業
補
償
が
必
要
で
あ
る
。

　

十
分
な
休
業
補
償
が
な
け
れ
ば
感
染
は
収
束
し
な
い
。

事
実
、
二
〇
二
〇
年
六
月
に
経
済
を
考
慮
し
て
緊
急
事
態

が
解
除
さ
れ
る
と
、
い
っ
せ
い
に
ヒ
ト
の
移
動
が
元
に
戻

り
、
ま
た
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

上
記
試
算
は
、
五
ヶ
月
後
に
終
息
す
る
と
い
う
非
現
実

的
な
前
提
を
お
い
て
い
る
。
感
染
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
世
界

的
に
接
種
さ
れ
る
ま
で
第
二
波
、
第
三
波
と
続
く
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
波
で
、
四
か
月
が
緊
急
事
態
で
九
〇
兆
円

の
損
失
、
そ
の
後
の
八
か
月
が
緊
急
事
態
の
解
除
期
間

に
、
個
人
消
費
と
非
個
人
消
費
が
三
分
の
二
ま
で
し
か
回

復
し
な
い
と
し
て
、
個
人
消
費
七
三
兆
円
、
非
個
人
消
費

四
九
兆
円
と
す
れ
ば
、
年
間
合
計
の
損
失
は
二
一
二
兆

円
、
最
悪
三
年
間
続
け
ば
な
ん
と
六
三
六
兆
円
と
な
る
。

大
規
模
財
政
支
出
が
休
業
補
償
に
必
要
と
さ
れ
る
。

　

政
府
は
流
通
に
必
要
な
マ
ネ
ー
を
肩
代
わ
り
す
る
だ
け

で
、
需
要
創
出
の
為
の
財
政
支
出
で
は
な
い
の
で
、
マ

ネ
ー
は
、
日
銀
に
「
無
利
子
永
久
国
債
」
を
引
き
受
け
て

も
ら
っ
て
調
達
す
れ
ば
よ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
利
益
追
求
の
為
の
競
争
で
敗
退
し
た
企
業

へ
の
休
業
補
償
は
、
資
本
主
義
の
大
原
則
に
反
す
る
。
自

ら
の
金
儲
け
だ
け
を
念
頭
に
お
い
て
行
動
す
れ
ば
、
神
の

「
見
え
ざ
る
手
」
が
働
い
て
経
済
が
成
長
す
る
と
い
う
の

が
、
資
本
主
義
の
大
原
則
だ
か
ら
で
あ
る
。
競
争
に
負
け

て
膨
大
な
損
失
を
被
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
経
営
に
失
敗

し
た
経
営
者
の
自
己
責
任
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
恐
慌
の
場
合
は
ま
っ
た
く
事
情
を

異
に
す
る
。
コ
ロ
ナ
恐
慌
は
企
業
の
経
営
効
率
や
財
務
内

容
が
悪
く
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
劣
悪
な
の
で
勃
発
し
た

わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

五
、
世
界
経
済
の
「
日
本
化
」

　

コ
ロ
ナ
以
後
の
経
済
社
会
は
大
き
く
変
容
す
る
と
い
わ

れ
る
（『
日
経
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
五
月
一
五
日
）。

　

一
つ
は
、
人
々
の
行
動
様
式
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
。
他
人
と
の
距
離
を
と
る
、
ヒ
ト
の
集
ま
る
所
に
い
か

な
い
等
は
、
感
染
が
収
束
し
た
後
も
長
く
続
き
、
人
々
の

行
動
様
式
と
な
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
外
出
停
止
期
間
中
に
失
わ
れ
た
様
々
な

消
費
が
、
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
。
自
動
車
や
家
電
製
品
や

家
具
な
ど
の
耐
久
消
費
財
は
、
感
染
が
収
ま
れ
ば
需
要
が

元
に
戻
る
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
恐
慌
で
外
出
停
止
期
間

中
に
最
も
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
、
外
食
、
飲
食
店
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
消
費
等
が
本
格

的
に
回
復
し
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

三
つ
目
は
、
今
後
も
需
要
の
減
少
が
さ
ら
に
生
産
の
縮

小
を
迫
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
経
済

外
的
要
因
に
よ
る
コ
ロ
ナ
恐
慌
は
、
企
業
と
従
業
員
に
休

業
を
強
制
す
る
の
で
、
供
給
側
の
大
収
縮
が
経
済
活
動
を

制
約
し
た
。
し
か
も
、
失
業
や
労
働
時
間
の
短
縮
等
で
収

入
が
減
少
し
た
従
業
員
は
消
費
を
切
り
詰
め
た
の
で
、
企

業
の
売
上
も
激
減
し
生
産
の
停
止
を
迫
ら
れ
た
か
ら
で
あ

る
。

　

三
番
目
の
要
因
は
深
刻
で
、
需
要
の
減
少
→
生
産
の
縮

小
→
企
業
収
益
の
減
少
→
賃
金
減
少
→
需
要
の
減
少
、
と

い
う
負
の
連
鎖
が
さ
ら
に
経
済
を
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が

高
い
。
こ
れ
は
、
日
本
で
資
産
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
り
一
九

九
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
以
上
続
い
た
平
成
大
不
況
、
す
な

わ
ち
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
再
現
に
他
な
ら
な
い
。
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こ
れ
か
ら
は
世
界
的
に
も
、
消
費
者
物
価
の
下
落
と
低

金
利
（
マ
イ
ナ
ス
金
利
）
が
支
配
的
に
な
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
は
、
物
価
を
引
き
上
げ
る
べ

く
物
価
安
定
目
標
を
設
定
し
て
も
、
中
銀
は
有
効
な
金
融

政
策
を
策
定
・
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
日

本
で
経
験
済
み
で
あ
る
。

　

平
成
大
不
況
対
策
で
日
本
政
府
は
大
規
模
な
財
政
出
動

に
よ
り
、
不
良
企
業
と
銀
行
を
救
済
し
た
が
、
結
局
、
景

気
は
本
格
的
に
反
転
せ
ず
、
財
政
赤
字
が
天
文
学
的
な
規

模
に
膨
れ
上
が
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
以
後
は
国
債
を
大
規
模
に
発
行
し
、
金
利
が
上

昇
し
な
い
か
ぎ
り
景
気
の
高
揚
の
為
、
ど
ん
ど
ん
公
共
投

資
や
研
究
開
発
投
資
等
に
財
政
出
動
す
べ
き
だ
と
い
う

「
現
代
貨
幣
理
論
（
Ｍ
Ｍ
Ｒ
）」
が
幅
を
き
か
せ
る
だ
ろ

う
。
イ
ン
フ
レ
の
危
険
が
出
て
き
た
ら
止
め
れ
ば
い
い
だ

け
と
い
う
。
ひ
と
た
び
イ
ン
フ
レ
が
始
ま
っ
た
ら
、
抑
え

ら
れ
な
い
の
が
歴
史
の
冷
厳
な
る
教
訓
な
の
だ
が
。

六
、
む
す
び
に
か
え
て

　

コ
ロ
ナ
以
後
の
日
本
は
、
い
か
な
る
経
済
社
会
を
構
築

す
べ
き
か
。
極
論
も
含
め
私
見
を
提
示
す
る
。

　

一
つ
は
、
日
本
は
、
膨
大
な
政
府
債
務
残
高
を
抱
え
そ

の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
経
済
成
長
に
よ
る
税
収

増
な
ど
望
む
べ
き
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
が
、
か

つ
て
の
英
「
コ
ン
ソ
ル
国
債
」
の
よ
う
な
「
無
利
子
永
久

国
債
」
を
最
大
で
一
一
八
六
兆
円
（
政
府
債
務
の
半
分
五

五
〇
兆
円
プ
ラ
ス
コ
ロ
ナ
恐
慌
対
策
六
三
六
兆
円
）
発
行

し
て
、
日
銀
に
引
き
受
け
て
も
ら
え
ば
い
い
。
こ
の
国
債

は
、
日
銀
の
事
実
上
の
「
自
己
資
本
」
と
な
り
、
政
府
債

務
残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
ア
メ
リ
カ
並
み
の
一
〇
〇
％
程

度
と
健
全
財
政
が
実
現
す
る
。
突
拍
子
も
な
い
見
解
だ

が
、
コ
ロ
ナ
恐
慌
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
恐
慌
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
Ｉ
Ｔ
ハ
イ
テ
ク
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
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Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
急
速
に
前
に
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
株
式

市
場
は
、
そ
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
す
な
わ

ち
、
市
場
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
積
極
的
に
育
成
し
、
Ｅ

Ｓ
Ｇ
を
重
視
し
な
い
企
業
の
退
出
を
迫
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
支
配
的
に
な
れ
ば
、
地
球
環
境
保
全
大

国
日
本
の
構
築
の
為
、
個
人
金
融
資
産
が
預
貯
金
か
ら
株

式
市
場
に
大
移
動
す
る
。
つ
い
に
本
格
的
な
証
券
ビ
ッ
グ

バ
ン
が
遂
行
さ
れ
る
。
株
式
・
証
券
市
場
の
果
た
す
べ
き

歴
史
的
使
命
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
り
。

　

三
つ
目
は
、
日
本
で
税
制
な
ど
を
駆
使
し
所
得
の
再
分

配
を
行
な
う
。
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
貧
富
の
格
差
が
広
が

る
と
、
富
裕
層
の
消
費
比
率
が
低
い
の
で
成
長
率
は
鈍
化

す
る
。
所
得
の
再
分
配
を
行
な
う
こ
と
で
、
内
需
拡
大
に

よ
る
経
済
成
長
が
可
能
と
な
る
（
詳
し
く
は
、
拙
著
「
定

常
型
社
会
の
経
済
学
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇

年
、
を
参
照
下
さ
い
）。

�

（
あ
い
ざ
わ
　
こ
う
え
つ
・
埼
玉
学
園
大
学
経
済
経
営
学
部
特
任
教
授
）


